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第３９回労
働リーダー
シップ上級
コース報告

組
合
と
職
場
の
課
題
解
決
に
向
け
て
熱

心
な
討
議
と
研
さ
ん
行
う

第
39
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
上
級
コ
ー
ス
は
、
２
０
０
５
年
　

11
月
14
〜
26
日
ま
で
、
加
盟
単
組
か
ら
８
名
が
参
加
し
、
開
講

し
た
。
受
講
生
は
、
講
義
・
ケ
ー
ス
を
通
し
て
環
境
の
変
化
に

つ
い
て
学
ぶ
と
共
に
労
組
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
た
、

ゼ
ミ
を
通
し
て
、
組
合
と
職
場
の
課
題
解
決
に
向
け
て
熱
心
な

議
論
を
行
っ
た
。

上 級

▼
第
１
週
目

〜
「
労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
〜

１
週
目
（
11
月
14
〜
18
日
）
は
、
都
内
白

金
台
の
明
治
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

「
労
働
組
合
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
」
に

環
境
変
化
へ
の
認
識
を
踏
ま
え
て
、「
労
働

組
合
の
対
応
」
に
つ
い
て
講
義
や
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
、
討
論
会
を
通
し
て
考
察
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」、「
賃
金
処
遇
制
度
」
の
３
つ
の

切
り
口
で
労
働
組
合
の
対
応
に
つ
い
て
講
義

と
ケ
ー
ス
を
通
じ
て
考
え
る
と
共
に
、
新
た

な
試
み
と
し
て
、「
日
本
の
雇
用
を
考
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
一
日
討
論
を
行
っ
た
。
組

合
役
員
、
経
営
者
団
体
役
員
、
大
学
教
授
を

か
ら
課
題
提
起
を
受
け
た
後
、
全
員
で
活
発

な
討
論
を
行
い
、
問
題
意
識
を
高
め
た
。

ま
た
、
２
週
目
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
各

人
が
持
ち
寄
っ
た
組
合
・
職
場
の
課
題
に
つ

い
て
更
に
掘
下
げ
、
課
題
解
決
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
に
つ
い
て
議
論
し
あ
っ
た
成
果
を
ま
と

め
、
最
後
に
全
員
で
発
表
し
あ
っ
た
。

各
自
の
課
題
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
。

〈
大
平
ゼ
ミ
〉「
企
業
の
持
続
的
成
長
を
可
能

に
す
る
労
働
組
合
の
新
た
な
経
営
対
策
」

（
成
尾
昭
一
）、「
慢
性
的
な
高
残
業
時
の
組

合
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
」（
清
水
敬
）

〈
神
田
ゼ
ミ
〉「
時
間
外
労
働
の
減
少
に
向
け

た
工
夫
」（
竹
田
和
之
）、「
新
組
織
移
行
に

伴
う
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
活
動
」（
鮫
島
栄
造
）、

「
年
次
休
暇
取
得
率
の
向
上
」（
高
橋
英
人
）

〈
石
井
ゼ
ミ
〉「
Ｏ
Ｃ
Ａ
ユ
ニ
オ
ン
・
社
員
会

統
合
に
向
け
て
」（
下
間
啓
明
）、「
休
暇
を

使
っ
た
能
力
開
発
」（
前
田
千
章
）、「
組
合

活
動
の
再
構
築
」（
向
井
伸
行
）

つ
い
て
講
義
や
実
習
を
通
し
て
理
解
を
深
め

た
。
週
前
半
は
「
日
本
の
大
き
な
変
化
を
読

む
」
を
テ
ー
マ
に
、
議
長
に
よ
る
開
校
講
演

を
皮
切
り
に
大
学
教
授
、
政
治
家
か
ら
の
講

義
を
通
じ
て
、
労
働
運
動
や
超
少
子
高
齢
社

会
、
行
財
政
改
革
、
政
治
状
況
な
ど
日
本
の

大
き
な
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

週
後
半
で
は
、「
企
業
の
変
化
を
読
む
」

を
テ
ー
マ
に
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
戦
略

や
業
績
評
価
の
仕
方
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
問
題
に
つ
い

て
講
義
と
実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
。

ま
た
、
指
導
講
師
の
も
と
議
論
し
あ
う
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
も
特
徴
で
あ
る
が
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
は
、
各
人
が
抱
え
る
組
合
・
職
場
で
の
課

題
に
つ
い
て
問
題
意
識
の
共
有
化
を
図
っ

た
。

▼
第
２
週
目

〜
一
日
討
論
な
ど
を
通
じ
「
労
働
組
合

は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
」
を
考
察
〜

２
週
目
（
11
月
20
〜
25
日
）
は
、
湘
南
の

葉
山
に
あ
る
生
産
性
本
部
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
合
宿
制
で
行
っ
た
。
１
週
目
の

「日本の雇用について考えよう」をテーマに集中論議した一日討論

▼
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

〜
職
場
で
の
実
践
を
生
か
し
た
討
議
と

も
の
づ
く
り
の
現
場
見
学
〜

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
半
年
後
の
２

０
０
６
年
５
月
25
〜
26
日
に
名
古
屋
で
開
催

し
た
。
今
回
は
、
初
の
試
み
と
し
て
工
場
見

学
と
セ
ッ
ト
で
行
っ
た
。
修
了
生
の
一
人
清

水
敬
さ
ん
の
所
属
す
る
三
菱
重
工
労
組
名
航

支
部
の
受
け
入
れ
で
、
三
菱
重
工
業
（
株
）

名
古
屋
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
製
作
所
の
飛
島

工
場
と
小
牧
南
工
場
史
料
館
を
見
学
し
た

後
、
コ
ー
ス
終
了
後
の
半
年
間
の
各
人
の
課

題
解
決
に
向
け
た
実
践
の
活
動
報
告
と
新
た

な
課
題
に
つ
い
て
全
体
討
議
を
行
っ
た
。

▼
次
回
第
40
回
コ
ー
ス
の
日
程
決
ま
る

次
回
は
40
年
の
節
目
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
政
治
・
経
済
の
現
場
を
体
験
す
る
意
味

か
ら
、
国
会
見
学
や
充
実
す
る
べ
く
検
討
中

で
あ
る
。

第
40
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
東
日
本
コ

ー
ス
は
以
下
の
日
程
で
開
催
す
る
。

◎
日
程
＝
06
年
11
月
13
日
（
月
）

〜
25
日
（
土
）

◎
会
場
＝
１
週
目：

明
治
学
院
大
学

２
週
目：

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
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●学生長／
パイオニア労組所沢支部書記長

竹田和之 たけだ・かずゆき

「『目からうろこ』の講義と充
実したゼミでの議論」

ＪＣの研修に出てみないかと、本部
の書記長に声をかけられ、当初は複雑
な気持ちになりました。なぜなら、期
間が2週間という目もくらむような長さという事と、「リーダー
シップ上級コース」という名前に対して、敷居の高さを感じた
からです。しかし、支部の仲間が不在の間フォローしてくれる
ということと、以前受講したメンバーから、「ためになるよ！」
というコメントをもらったことによって、思い切って受講する
決心を固め、2005年1１月、明治学院大学の歴史あるキャンパ
スへ向かいました。
まずは1週間、各分野の権威をお迎えして講義を受けるとい
うことで、十何年ぶりかの学生生活を送りました。ここでの授
業は、私にとってはまさに「目からウロコ」というべき内容で、
日々の組合活動の中で現場から得られる知識とはまた違う、学
問的な考え方でみる労働運動や企業の動向など、たくさんのこ
とを得られた一週間でした。
次の一週間は、神奈川県葉山にある生産性国際交流センター
での合宿研修でした。（余談ですが、生産性国際交流センター
は外界からシャットアウトされ、研修に集中できるすばらしい
施設です。近くにコンビニすらなく、その名も『モトマチユニ
オン』という雑貨屋があるのみ！）
合宿研修の中で特に印象深かったのは、明治学院大学の大平
先生・神田先生、高千穂大学の石井先生の指導の下に行われた
ゼミナールです。各自が抱えているテーマについて、指導教官
や同じゼミの仲間と共にディスカッションを行い、課題解決に
向けた道筋を考えるのですが、異なった視点からのアドバイス
や意見にもまれる中で、自分の成すべき事が徐々にブラッシュ
アップされていきました。
最終日前日に夜遅くまで準備をし、翌日の発表が終わったと
きの充実した気持ちは、久しぶりに味わうものでした。２週間
にわたる研修は、非常に充実したもので、「受けてよかった」
というのが素直な感想です。
その半年後には、フォローアップ研修が行われました。場所
は、今回一緒に受講した仲間である三菱重工名航支部の清水敬
さんの取り計らいにより、名古屋の地で開催されました。残念
ながら受講した仲間全員が集まることは出来なかったのです
が、三菱重工の工場見学（飛行機のパーツや、Ｈ２Ａロケット
の製造現場）や、半年間の進捗確認を行いました。久しぶりに
仲間と話が出来て、また新たな刺激を受けました。
今回の研修で得た大き
な財産を今後の活動の中
に生かし、またいつかこ
の仲間と会ったとき、胸
を張って話が出来るよう
にがんばっていきたいと
思います。最後に、お世
話になった大勢の皆様に
感謝を申し上げたいと思
います。

受講生代表コメント

●労働リーダーシップ上級コース運営委員長／
明治学院大学経済学部教授

大平浩二 おおひら・こうじ

「『前例』を打ち破ることが今
最も大切な点」

今回は、8名の参加者があり、名

実共に上級コースに相応しい研修で

あった。最近の受講生の関心は、従

来からの労組の課題のみならず、職場における臨時・パー

ト等の従業員問題や、他社との合併による新しい組織での

様々な課題そしてまた近年のリストラによる過重労働等々

の最近顕著となりつつある諸問題が前面に出てきている。

これから労組が真剣に取り組まねばならない諸課題であろ

う。

また、最近の組織率の低迷等も含めて、労組の根本的な

あり方を問う姿勢が見られてきたことも特徴である。これ

からの新しい労組の将来像はいかなるものであるのかにつ

いても熱心な議論がなされた。労組が所属会社の株主とな

る、といった点についても真剣な議論がなされたのもその

一つであろう。確実に、労組も変わらなければならない時

がきているように思われた。

また、5月26日－27日にかけてフォローアップ研修が行

われた。この研修会は、昨年のまとめを現場で試みた結果

報告を行い、それについての意見交換を行う場である。こ

こで大切なことは、たとえその試みがうまく行かなくとも、

とにかく「やってみること」である。失敗しないと前には

進めないからである。「前例」を打ち破ることが今もっと

ゼミナール担当講師のコメント

ゼミ総括発表風景

も大切な点であろう。

今回フォローアップ研修は、昨年の参加者の一人であっ

た三菱重工名古屋名航支部の清水敬氏のご尽力で同社宇宙

システム製作所の見学も含めて開催された。職場を実際に

拝見することによって、話だけではない実際の現場感覚を

実感し、参加者全員の印象も深まったことは間違いない。

この方式は今回が初めてではあったが、今後も是非とも続

けたいものである。

今年はこのリーダーシップコースも40回目となるが、よ

り多くの方々に参加頂き、更に充実したコースとしたい。

大平ゼミ風景
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●労働リーダーシップ上級コース運営委員／
明治学院大学経済学部教授

神田　良 かんだ・まこと

「組合役員も含めマイ・ワー
クバランス実践への努力を」

労働組合が直面する課題は多い

が、今回のリーダーシップコースに参

加して、特にワーク・ライフ・バラン

スについて考えさせられた。参加者が自分で解決を図りたいと

提示した個別的なテーマの中にもそれに触れているものもあっ

たし、一日かけて専門家も含めて討議したテーマでもあった。

とりわけ印象的であったのは、組合員の労働生活と社会・家

●労働リーダーシップ上級コース運営委員／
高千穂大学商学部助教授

石井康彦 いしい・やすひこ

「今後の組合活動の知的・人
的ネットワークの構築に貢献」

今回のコースを通じて、昨今の経済

環境の変化にともなって、組合の抱え

る問題が実に多様化してきていること

実感しました。これは、広い意味ではワークライフバランスの

問題－－人生のなかの仕事の部分とそれ以外の部分のそれぞ

れをどう充実させるかということ－－を、今まで以上に真剣

石
井
ゼ
ミ
風
景

神
田
ゼ
ミ
風
景
（
明
学
研
究
室
）

庭生活とのバランスをとることは、ひとりそれのみの問題では

ないことが浮かび上がったことであった。できるだけ労働の固

定化を避けようとしてきた会社の動きが、経済の好転に伴って

労働負荷を高めているが、この負担を解決していくためには、

たんに組合員の労働生活だけを考えたのでは対処できないほど

に労働現場の労働構成が変化している。派遣社員や契約社員な

どのワーク・ライフ・バランスも射程距離に入れた解決策が求

められているようにも思えた。しかも、そもそも模範となるべ

き組合役員にも過度の負担がのしかかってきていていることも

明らかである。役員自らが自分のワーク・ライフ・バランスを

実現する術・知恵を考え

出そうと努力する姿を見

せなければ、組合員も真

剣に耳を傾けないのでは

と、素朴な疑問をもった。

「
組
合
戦
略
論
づ
く
り
」
で
の
実
習
発
表

ゼミナール担当講師のコメント ゼミナール担当講師のコメント

に、そして根本から考え直さなければならない時期が来ている

ということなのだと思います。こうした認識にもとづけば、具

体的な問題解決もさることながら、労働組合のよりどころを再

確認（場合によっては再定義）する必要があるといえるのかも

しれません。

私自身、今回のプログラムを通じて、上記のような課題を再

確認したわけですが、受講生の皆さんも、ひとりひとりが持ち

寄った課題を、受講生同士が議論を重ね、各々の経験や整理に

もとづいて助言し合い、またある部分では講義の内容を参考に

しながら課題解決の方法を模索していくなかで、何らかのきっ

かけを手にすることができたのではないかと思います。

今回のプログラムは、雇用問題をテーマにした「１日討論会」

があったり、フォローアップでは工場見学もあったりと、従来

よりも意見交換・交流の場も多く設けられており、充実したプ

ログラムとなっていたのではないかと思います。リーダーシッ

プ上級コースが、参加者皆様の今後の組合活動の知的・人的ネ

ットワークの

構築に貢献す

るであろうこ

とを祈念して

おります。

閉講式での修了証授与

夕
陽
を
を
背
に
全
員
で
記
念
写
真
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第３７回労
働リーダー
シップ基礎
コース報告

労
働
組
合
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
人
間
力
を

磨
く
累
計
１
２
３
４
名
の
修
了
生

第
37
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
（
基
礎
コ
ー
ス
）
は
、

２
０
０
６
年
１
月
11
〜
28
日
の
日
程
で
、「
時
代
が
求
め
る
労

働
組
合
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
に
お
い
て
開
校
し
た
。
同
コ
ー
ス
に
は
、
加
盟
産
別
・
単
組

か
ら
33
名
（
う
ち
友
誼
組
織
３
名
）
が
受
講
、
労
働
組
合
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
を
講
義
を
通
し
て
学
ぶ
と
共

に
、「
労
働
組
合
と
人
間
」、「
労
働
組
合
と
社
会
貢
献
」、「
労

働
組
合
と
世
界
」、「
労
働
組
合
と
職
場
」、「
労
働
組
合
と
社
会
」

の
５
つ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
分
か
れ
て
、

労
組
・
職
場
で
の
課
題
に
つ
い
て
討
議

し
合
っ
た
。
ま
た
、
受
講
生
間
に
あ
っ

て
は
、
実
行
委
員
会
（
級
長
＝
高
松
俊

二
・
マ
ツ
ダ
労
働
組
合
）
に
よ
る
運
営

の
も
と
、
全
期
間
合
宿
制
で
、
産
別
の
枠

を
超
え
て
、
深
い
人
間
関
係
を
培
っ
た
。

４
つ
の
柱
を
も
と
に
充
実
し
た
講

義
で
視
野
を
拡
大

受
講
生
は
、「
自
分
の
立
つ
場
＝
点
」「
自

分
の
立
つ
歴
史
＝
縦
」「
自
分
の
住
む
世
界
＝

横
」「
自
分
の
生
き
る
基
礎
＝
深
」
の
４
つ
の

柱
に
基
づ
く
全
人
格
的
な
人
間
形
成
を
め
ざ

し
た
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
20
講

座
を
受
講
し
た
。

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
経
営
者
に
よ

る
特
別
講
演

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
加
藤
Ｊ
Ｃ
議

長
に
よ
る
開
講
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
労
働
運

動
と
リ
ー
ダ
ー
像
」、
経
営
者
に
よ
る
特
別
講

演
「
経
営
と
人
間
」（
松
下
電
器
産
業
株
式
会

社
少
徳
敬
雄
顧
問
）、
米
国
か
ら
の
留
学
生
を

開校式全景

講
師
と
す
る
朝
の
「
英
会
話
」、
田
中
所
長
に

よ
る
「
朝
の
会
」、
受
講
生
に
よ
る
自
主
的
な

「
討
論
会
」
を
は
じ
め
、
お
茶
室
体
験
や
早
朝

の
座
禅
体
験
な
ど
京
都
の
伝
統
文
化
に
触
れ

る
機
会
も
持
っ
た
。
ま
た
、
毎
朝
、
健
康
の

た
め
に
全
員
で
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
、

周
辺
を
散
歩
し
た
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
徹
底
し
た
討
論

徹
底
的
に
話
し
合
う
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
こ
の

コ
ー
ス
の
特
徴
で
あ
る
。
指
導
講
師
の
も
と

に
、
５
つ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
分
か
れ
、「
労
働

組
合
と
人
間
」（
竹
中
正
夫
校
長
）、「
労
働
組

合
と
社
会
貢
献
」（
平
田
哲
副
校
長
）、「
労
働

組
合
と
世
界
」（
香
川
孝
三
神
戸
大
教
授
）、

「
労
働
組
合
と
職
場
」（
石
田
光
男
同
志
社
大

教
授
）、「
労
働
組
合
と
社
会
」（
中
田
喜
文
同

志
社
大
教
授
）
を
テ
ー
マ
に
四
回
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
で
組
合
や
職
場
に
お
け
る
様
々
な
課
題

に
つ
い
て
突
っ
込
ん
だ
論
議
を
行
っ
た
。
そ

の
成
果
を
各
人
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
と

共
に
、
コ
ー
ス
総
括
と
し
て
ゼ
ミ
毎
に
ま
と

め
の
発
表
を
行
っ
た
。
各
人
の
レ
ポ
ー
ト
・

テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

〈
竹
中
ゼ
ミ
〉「
人
間
の
生
き
る
意
味
を
考
え
る
」

（
田
中
英
樹
）、「『
文
芸
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
の
近
代
』

の
分
析
と
労
組
活
動
へ
の
展
開
」（
米
田
幸
司
）、

「
共
創
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
析
と
労
組
へ
の
展
開
」

（
坪
井
督
享
）、「『
甘
え
』
の
構
造
」（
高
橋
英
樹
）、

「
ロ
ー
マ
の
哲
人
　
セ
ネ
カ
の
言
葉
」（
諏
訪
和
行
）、

「
勝
海
舟
か
ら
学
ぶ
今
後
の
組
合
活
動
」（
山
中
裕

史
）、「
大
江
健
三
郎
『
新
し
い
人
』
の
方
へ
」（
大

塚
正
彦
）、〈
平
田
ゼ
ミ
〉「
地
域
に
お
け
る
社
会
貢

献
の
進
め
方
」（
谷
川
富
夫
）、「
労
働
組
合
に
求
め

ら
れ
る
社
会
貢
献
活
動
」（
権
田
英
二
）、「
地
域
に

お
け
る
社
会
貢
献
の
進
め
方
」（
吉
田
歩
）、「
組
合

支
部
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
活
動
」（
久
保
敦
）、

「
当
労
組
に
お
け
る
社
会
貢
献
へ
の
方
向
性
」（
長
池

敬
）、「
労
働
組
合
と
社
会
貢
献
」（
石
本
新
一
郎
）、

「
退
職
者
を
ま
き
こ
ん
だ
社
会
貢
献
活
動
」（
椎
名
泰

成
）、〈
香
川
ゼ
ミ
〉「
海
外
へ
の
生
産
拠
点
に
よ
る

国
内
の
空
洞
化
対
応
、
国
内
要
員
の
取
扱
い
に
つ

い
て
」（
空
野
仁
志
）、「
21
世
紀
国
際
社
会
に
お
け

る
労
組
の
役
割
」（
大
谷
正
彦
）、「
急
速
な
海
外
進

出
に
つ
い
て
の
課
題
」（
平
工
泰
央
）、「
21
世
紀
国

際
社
会
に
お
け
る
労
組
の
役
割
」（
市
ノ
渡
雅
彦
）、

「
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
」（
吉
武
申
二
）、「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
伴
う
企
業
の
課
題
に
つ
い
て
」（
豊
嶋

康
真
）、〈
石
田
ゼ
ミ
〉「
職
場
の
課
題
と
組
合
の
存

在
意
義
に
つ
い
て
」（
若
山
綾
子
）、「
当
労
組
に
お

け
る
職
場
か
ら
求
め
ら
れ
る
組
合
活
動
」（
三
輪
俊

雄
）、「
労
働
組
合
機
能
の
再
発
見
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
展
望
」（
西
川
毅
）、「
労
働
組
合
機
能
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
展
望
」（
白
石
友
洋
）、「
適
正
な
時
間
管

理
と
長
時
間
労
働
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」（
高
松
俊

二
）、「
労
働
組
合
機
能
の
再
発
見
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
展
望
」（
粟
田
裕
也
）、「
問
題
点
か
ら
考
え
る
組

合
」（
飯
島
崇
吉
）、〈
中
田
ゼ
ミ
〉「
納
得
性
の
あ
る

給
与
の
決
め
方
と
水
準
」（
浦
　
誠
治
）、「
納
得
性

の
あ
る
給
与
の
決
め
方
と
水
準
」（
鴇
澤
治
行
）、

「
納
得
性
の
あ
る
給
与
の
決
め
方
と
水
準
」（
中
川

修
）、「
仕
事
と
処
遇
」（
青
木
望
）、「
納
得
性
の
あ

る
給
与
の
決
め
方
と
水
準
」（
今
村
浩
一
郎
）、「
仕

事
と
処
遇
」（
高
田
直
樹
）

▼
次
回
第
38
回
コ
ー
ス
の
日
程
決
ま
る

次
回
第
38
回
コ
ー
ス
の
日
程
は
、
以
下
の

通
り
。

◎
日
程
＝
２
０
０
７
年
１
月
11
日
（
木
）

〜
27
日
（
土
）

◎
会
場
＝
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
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●第37回労働リーダーシップコース級長／
マツダ労組組織部長

高松俊二 たかまつ・しゅんじ

「リーダーシップコースは私の
組合運動の原点」
労働組合に対する組合員の冷ややかな
視線、そして組合運動に対しても参画意
識さえない組合員たち。今に始まったこ
とではないにしても、その存在感は希薄となり組織率も20％を
切ってしまったこの現実。私自身、労働組合専従執行委員とし
てキャリアは短いもの、この現状はいかんとも寂しくもあり、
なんとしてもこの閉塞感を打破したい、何とかせねば、との思
いで第37回労働リーダーシップコースに参加した。
37回を重ねるこのリーダーシップコースは言うまでもなく、
社会情勢の変化、時代の流れと共に大きく変化してきたものと
思う。しかしながらその一方で、変わらないもの、変えてはい
けないものは組合の求心力、存在価値、そして組合役員として
の資質、行動ではないだろうか。
このコースでは「時代の求める労働組合の役割」をテーマ
に、・自分の立つ歴史的背景。・自分の立っている場。・自分
の住む世界の広がり。・自分の生きる基礎。これらを徹底的に
学んだ。そして私自身、多くの「気付き」をさせていただいた
と感謝している。
参加させていただいたゼミでは、業種は違えど全員で組合活
動の現実を、組合の存在意義を語り、そして、組合の方向性、
あるべき姿を論議した。私は、まさに自分の置かれている立場、
環境の振り返りではなかったと思う。
あらためて、日本の労働運動を支えてこられた多くの労働運
動家を育み、その労働運動の原点とも言えるこの労働リーダー
シップコースに参加できたことを誇りに思う。今回の参加者33
名、同じ釜の飯を食い、語り合い、共に学んだ仲間達は私にと
って生涯の友であり、それぞれがこのコースで培い、吸収した
ことを今後の組合活動に活かし、そして私を含めそれぞれが労
働運動家として活躍されるものと信じている。
挫折しそうになったらこのリーダーシップコースを思い出し、
そして学びの里、関西セミナーハウスを思い出すだろう。困難
に直面してもきっと解決策の糸口がみつかるはず。おそらく私
にとって「組合運動の原点」になるものと思う。
このコースを通じて参加者全員が見事に生まれ変わった。組
合として、執行委員としての社会的責任と期待、さらには会社、
そして組合員からの期待をあらためて認識し、常に「原点に立
ち返りながら」さらに研鑚を重ね、新しき労働組合運動に汗す
る決意をしたところである。
たかが3週間、されど3週間。今思えば見知らぬ初対面の人た
ちに警戒もしながら近づきスタートしたのに、閉校式ではなぜ
か涙が止まらなかった。仲間ともっと一緒に居たかった。別れ
るのが本当につらか
った。
月並みな言葉での
締めくくりとなるが、
「この労働リーダーシ
ップコースに参加し
て本当によかった」
と感じながら日々、
組合活動に励んでい
る今日この頃である。

受講生代表コメント

●労働リーダーシップコース校長／
同志社大学名誉教授

竹中正夫 たけなか・まさお

「原点に立ち返って」
本年の第37回労働リーダーシップコ
ースは33名の元気な受講生を与えられ
て、首尾よく終えることができた。修
了生は、本年の修了生を加えると1234
人となった。
今年のテーマとして「原点に立ち返って」を掲げた。「労働
組合の原点は何であるか」「人間として私の原点は何であるか」
ということを互いに考え合った。
今年悩まされたのはインフルエンザの流行であった。合宿生活
なのでうつりやすく一時は9人も病欠した。幸い関西セミナーハ
ウスのスタッフやＩＭＦ－ＪＣ事務局の介護や配慮によって乗り
越えることができた。
それぞれのゼミでは熱心な研鑽のときを持った。今年からは、
同志社大学大学院ビジネス研究科の中田喜文教授にゼミの一つを
担当していただき、刺激を与えていただいた。中條先生には、引
き続き運営委員長としてご指導いただくと共に、講義の一つを担
当していただいている。
私のゼミについて言うならば、推薦図書から各自が選んだ書
物をじっくり読んで報告するのであるが、エンジンがかかると
可成り熱心な学びあいがなされた。まとまった本を読んで考え
る習慣が少なくなっている時代に、こうした地道な研鑽はこれ
から先の人生に意味ある「心の習慣」となるに違いない。

校長コメント

●労働リーダーシップコース運営委員長／
同志社大学名誉教授

中條　毅 ちゅうじょう・たけし

「中核的創造的リーダーの育
成の場」
企業を単なる金儲けの手段と考え、
時価総額世界一を目指すと嘯いた男、
堀江氏が検察に踏み込まれた日の前日、私はこのコースで
「Ｍ＆Ａと労組」のテーマで講義を行った。受講生の直後の感
想は、見事に手応えが無かった。２割程度の人が理解し、労組
の対応意見を述べた人は１割程度だった。
阪神電鉄労組は村上ファンドの攻勢に対し、「株主利益のみ
の追求は所詮、悲惨な事故に繋がりかねない。不動産の切り売
りは、鉄道の安全運行や従業員の雇用に多大の影響を与える」
と反論、「事態を防ぐためにはストも辞さない」と強硬な買収
防衛のチェッカー役を演じている。といっても、「阪急との統
合については、雇用・条件などが満たされれば容認する」考え
を示唆し、前向きの姿勢を示しており、これに対し、むしろ阪
神経営側が買収防衛策の不十分さを組合に陳謝している。往々
にして、不祥事を起こす経営には、株主の利益向上のみに傾斜
しすぎて、公心を後退させ、従業員・地域社会・消費者等の存
在を無視し「Ｍ＆Ａ」や提携による業容の拡大のみに熱中する。
労組は経営内の狭い専門領域のみに視点を限定せず、グロー
バルな新しい動きにも関心を向け、労使協力と同時に経営の不
祥事チェックの対応力も養わねばならぬ。今こそ、中核的創造
的労組リーダーの育成が求められている。その意味で労働リー
ダーシップコースの役割はますます重要である。

運営委員長コメント

朝の散歩での記念写真（蔓珠院正門前）
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●労働リーダーシップコース副校長／
アジアボランティアセンター代表

平田　哲 ひらた・さとし

「社会格差の是正と社会貢献」
～共に分かち合う精神を大切
に～

労働組合の原点は社会的弱者の立場
を擁護することを企業内で実現するこ
とであった。しかも地域社会の福祉活動にも社会的貢献を行っ
てきた。
今日では、それがグローバルな視点から「貧富の格差」のも
とで苦悩している人々に対して国際貢献が行われるようにな
り、特にＩＬＯの国際機関が提唱している「児童労働廃止」に
も目を向けつつある。これは労働組合と企業の社会的責任でも
ある。その他、自然災害や紛争災害の緊急援助活動も行ってい
る。このことは労働組合が個人としても、組織としても、今日
失われつつある人間の基本的な生き方のコミュニティ（共に分
かち合う）精神が培養されなけなりません。職場でも、地域で
も、家庭でも「共に分かち合う」精神を大切にして組合員一人
ひとりの生きる基盤を確立し、組合の基礎集団としての役割や
機能がいま改めて見直されることが必要である。今回のＩＭ
Ｆ－ＪＣ第37回労働リーダーシップコースでこのことを強く感
じました。

●労働リーダーシップコース運営委員／
同志社大学社会学部教授

石田光男 いしだ・みつお

「このことに真剣になろう、
愚直でいいから」

現在、職場の問題として、労働組合
の実戦経験の多い、労働時間問題につ
いてゼミで論じあった。
「成果主義」と呼ばれる人事・賃金改革がもたらした最も重
要な労働問題は、一人あたりの業務負荷の増大である。目標面
接により個々人のチャレンジ目標という仕事のレベルは上司と
共有化できたとしても、仕事の量はそこでは議論しにくい。結
局、この問題は労働組合の労働時間への取り組みが重要になる。
この取り組みの状況は、労働組合が職場で機能しているかどう
かのリトマス試験紙のようなものである。
大企業の工場部門は問題が少ないけれど、事務や研究開発で
は問題がくすぶっている。何がポイントか。１．法令遵守が守
らなくてはならない最低限の社会的規範である。労使は一体と
なって法令遵守にあたることが当然の責務であることを確認し
あうこと。２．労使一体での取り組みを具体化すること（労使
協同職場パトロール等）。３．より高い次元では、労働時間の
長さに頼らないビジネスモデルを労使協力して構築すること。
労働組合の存在価値が問われて久しいが、労働時間問題への
組合の取り組みを一つとっても、日本の暮らしと仕事の形を、
実は労働組合が主体的に作り出しているのだということが、は
っきりする。「このことに真剣になろう、愚直でいいから」と
いうのが石田ゼミのメッセージである。

ゼミナール担当講師のコメント

●労働リーダーシップコース運営委員／

同志社大学社会学部教授

中田喜文 なかた・よしふみ

「納得性のある給与の決め方
を論議」

｢納得性のある給与の決め方と水準｣
とのテーマを設定し、本年初めてゼミ
を担当した。講義は以前より担当して
いたので、大きな問題も無く初年度のゼミを終えられた。ゼミ
の狙いとして、１）給与の多様な意味の理解を通して、組合活
動に対する多様なステークホールダーの存在を理解する、２）
日本の給与の決まり方と水準の実態を知ることで、その背景に
あるロジックを理解する、３）そのような実態とロジックの納
得性の評価を通して、今後の組合の賃金政策のあるべき姿を考
える、の3点を設定した。この目標達成のため、ゼミでは所属
する組織の賃金制度と水準について理解し、さらには他の参加
組織の賃金制度と水準を調査し、自組織との差異とその理由を
議論した。これらの検討結果を総括し、日本の企業組織におけ
る賃金の決まり方とそのロジック、およびその納得性を全体で
議論したうえで、自組織にとって望ましい賃金制度と水準、お
よびそのロジックを提言した。短い時間の中での盛りだくさん
な課題のため、メンバーは毎夜遅くまで調査と議論に明け暮れ
たようである。他班との交流時間が少なかった点の反省はある
が、それだけのものを得ていただけたと信じている。
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●労働リーダーシップコース運営委員／
神戸大学大学院教授

香川孝三 かがわ・こうぞう

「心から燃え上がるような使
命感を」

２年ぶりの担当になった。いつもな

がら、ゼミ生の積極的な発言によって、

ゼミを進めることができた。

テーマは「労働組合の国際活動」であったが、議論すべき論

点は多くあった。しかし、ゼミ発表のために、論点を３つほど

に絞った。進出先の海外の企業や工場に派遣される駐在員の労

働生活条件の確保、海外へ進出することに伴って生じる国内の

要員の働く場の確保（国内空洞化への対応）、日本で働く外国

人労働者の３つの問題を取り扱った。ゼミ生は自分の所属する

企業や産業レベルでの取り組みを整理し、今後の労働組合とし

ての対策を検討しました。

これらの論点はすでにさまざまな場で議論されている論点で

あるが、ゼミ生が自分の目や体験に基づいて整理したことに意

義があったように思った。

コース全体で感じたことであるが、組合役員としての、心か

ら燃え上がるような使命感をあふれさせる参加者が減ってきて

いるように感じた。組合として確立された路線にしたがって業

務を進めるタイプが増加してはいないでしょうか。社会体制は

違いますが、日本より貧しい国ベトナムで労働組合役員を見て

きたせいかも知れません。このコースを通じて心から燃えるよ

うな使命感を自覚できてもらえれば幸いです。
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